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資料-1 調査団員氏名、所属 
 
1-1 現地調査 （平成 17 年 12 月 4日~平成 17年 12 月 24 日） 
 

氏名 担当 所属 
宮崎 芳樹 業務主任／道路交通計画 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 
上野 紀雄 橋梁計画 I／自然条件調査（地質） ㈱オリエンタルコンサルタンツ 
米山 秀樹 施工・調達計画／積算 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 

 
1-2 概要説明 （平成 18年 4 月 12 日～4 月 20 日） 

 
氏名 担当 所属 

東条 康裕 総括 国際協力機構ベトナム事務所次長 
宮崎 芳樹 業務主任／道路交通計画 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 
上野 紀雄 橋梁計画 I／自然条件調査（地質） ㈱オリエンタルコンサルタンツ 
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資料-2 調査行程 

2-1 現地調査 

 
業務主任/ 

道路計画 

橋梁計画/ 

自然条件調査（地質） 

施工計画/ 

調達計画 

宮崎芳樹 上野 紀雄 米山 秀樹 

  月日 曜日 ㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ 

1 12 月 4 日 日 成田～ハノイ 

2 12 月 5 日 月 大使館、JICA、運輸省表敬訪問 

3 12 月 6 日 火 MOT との協議 

4 12 月 7 日 水 地質調査再委託入札準備 

5 12 月 8 日 木 ハノイ～ホーチミン移動 

6 12 月 9 日 金 ビンチュアン省橋梁調査、DOT 協議 
地質調査再委託入札・ 

評価 

7 12 月 10 日 土 ビンチュアン省～ニンチュアン省移動 調達調査 

8 12 月 11 日 日 ニンチュアン省橋梁調査、DOT 協議 

9 12 月 12 日 月 ニンチュアン省～ラムドン省移動 

10 12 月 13 日 火 ラムドン省橋梁調査、DOT 協議 

11 12 月 14 日 水 ラムドン省～ダックラック省移動、橋梁調査 

同上 

12 12 月 15 日 木 ダックラック省 DOT 協議 ﾎｰﾁﾐﾝ～ﾊﾉｲ 

13 12 月 16 日 金 ダックラック省～カンホア省移動、橋梁調査 調達調査 

14 12 月 17 日 土 DOT 協議 PMU18 と協議 

15 12 月 18 日 日 ﾊﾉｲ移動   ﾊﾉｲ～成田 

16 12 月 19 日 月   

17 12 月 20 日 火   

18 12 月 21 日 水 

技術調査、資料収集 

  

19 12 月 22 日 木 MOT,PMU18 と協議   

20 12 月 23 日 金 大使館、JICA 報告   

21 12 月 24 日 土 ﾊﾉｲ～成田   
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2-2 概要説明 
 

 

総括
業務主任/
道路計画

橋梁計画/
自然条件調査（地質）

東条　康裕 宮崎芳樹 上野　紀雄

(JICA) ㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

1 4月12日 水

2 4月13日 木

3 4月14日 金

4 4月15日 土

5 4月16日 日

6 4月17日 月

7 4月18日 火

8 4月19日 水

9 4月20日 木

月日　曜日

成田～香港～ハノイ

JICA,大使館、MPI,MOT表敬

MOT,PMU18への概要書、詳細図面説明

ミニッツ準備

資料整理

ミニッツ協議、ミニッツ署名

資料収集・整理

大使館報告、ハノイ発

成田着
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資料-5 協議議事録（M/D） 
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資料-6 事業事前計画表（基本設計時） 

1.案件名 
 ベトナム国第２次中部地方橋梁改修事業化調査 
2.要請の背景 

ベトナム国（以下「ベ」国）政府は、ベトナム戦争により破壊された多数の橋梁の改修を終

戦（1975 年）以降優先的に進めてきたが、予算不足もあり、安価な仮設橋で対応してきた。そ

れらの仮設橋は、現在、耐荷力不足により重量制限を余儀なくされ、または桁下高が低いため

雨期の洪水により通行止めとなることから通年通行が確保できず、地方開発における大きな阻

害要因となっている。 
一方、「ベ」国の総合開発計画である第７次５箇年計画（2001～2005 年）において、第

６次より追加された「都市と農村の格差拡大への配慮」が謳われており、これは国の開発

計画の重要課題として取りあげられている。これを踏まえ、運輸省（Ministry of Transport: 
MOT）は、「2020 年までの道路開発計画（Strategy for Transport Development in Vietnam by the 
year 2020: 1998 年 11 月）」において、地方道整備の重点地域として貧困度の高い①北部の

山岳地域、②中部の山岳地域、③メコンデルタ地域を対象にするとしている。この内、中

部山岳地域は、北部山岳地域と同様に貧困率が高くかつ少数民族が多数居住している地域

であり、雨期に集中する降雨で洪水の被害が起こりやすい地域でもある。 
「ベ」国政府は、これらの上位計画を踏まえ、北部地域およびメコンデルタ地域の地方

道に架かる橋梁改修に引き続き、中部地方 18 省の地方道（省道・郡道・村道）において、

中小規模の橋梁の架け替え・新設を行うことにより、中部地方の安全かつ円滑な交通を通

年にわたって確保する目的で、わが国に無償資金協力の要請をし、わが国は 2001 年に「中

部地方橋梁改修計画基本設計」を実施した。その結果、対象地域に位置する 84 橋の候補橋

梁から 45 橋を選定し、基本設計を実施した。同調査結果に基づき、23 橋の資材調達およ

び 14 橋の建設・改修が 2006 年 2 月までに完了した（1 箇所の橋梁建設は後に「ベ」国側

が要請を取り下げ）。一方、未実施の 7 橋については、基本設計調査終了から既に 3 年以

上が経過した結果、対象地域における社会経済状況だけでなく、世界的な鋼材・原油価格

の上昇等、経済事情の変化により、適切な事業実施を担保するため、事業実施計画や事業

費の見直しが必要な状況にある。 
このような背景のもと、わが国政府は、未実施の７橋梁改修のため、上記基本設計調査の結

果をレビューし、追加的な現地調査を行い、概算事業費の精査・再積算を行うことを目的とし

て事業化調査を実施した。 
 

3.プロジェクト全体計画概要 
(1) プロジェクト全体計画の目標 

① プロジェクト目標： 
  中部 5 省に位置する対象７橋の周辺地域の安全かつ円滑な交通が通年にわたって

確保される。 
① 裨益対象の範囲および規模 

  各対象橋梁の直接裨益者は、橋梁が位置する省内の郡の人口を想定した。 
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省名 Binh Thuan Ninh Thuan Lam Dong Dac Lak Khanh Hoa 
橋梁名 Da Dung 橋 Tran 橋 Tam Ngan

橋 
 

Tan Van 橋 Ea Soup
橋 

Krong K’Mar 
橋 

Ngoi Ngan
橋 
 

裨益人口 169,000 156,400 73,800 132,200 39,100 80,200 26,400 
(2) プロジェクト全体の成果 

  対象７橋、両岸取り付け道路およびこれら橋梁・取り付け道路に必要な付帯施設が改

修・整備される。 
(3) プロジェクト全体の主要活動 

① 中部 5 省の７橋を改修する。 
② ①の施設を建設するために必要な土地取得、住民移転、公共施設の移設を行う。 
③ ①の施設の完成供用後、施設の運営・維持管理を行う。 

(4) 投入 
①日本側：無償資金協力 10.98 億円 
②相手国側 

・ 必要な人員：橋梁・道路の点検・維持管理計画に必要な要員 
・ 施設の運営・維持管理に係る経費：70-80 万円／省 

(5) 実施体制 
  実施機関：運輸省計画管理局 18（PMU18） 
  主官官庁：運輸省 

4.無償資金協力の内容 
(1)サイト 

  ベトナム国中部地方の５省（ビン・トゥアン省、ニン・トゥアン省、ダク・ラク省、

ラム・ドン省、カン・ホア省） 
(2)概要 

  ベトナム中部地方 5 省に位置する対象 7 橋の改修および、取付け道路、これら施設

の付帯工事を実施する。 
取付け道路(m) 橋梁番号/橋梁名 

位置：省名 
橋長（支間割） 幅員 

(m) 
上部工

形式 
基礎 
形式 右岸 左岸 

Da Dung 橋 
Binh Thuan 省 

92.3(3x30) 7.0 PC T 桁 直接 152 172 

Tran 橋 
Ninh Thuan 省 

65.3(3x21) 5.5 同上 同上 116 119 

Tam Ngan 橋 
Ninh Thuan 省 

71.3(21+27+21) 5.5 同上 同上 22 187 

Tan Van 橋 
Lam Dong 省 

80.3(24+30+24) 7.0 同上 同上 105 93 

Ea Soup 橋 
Dac Lak 省 

59.3(18+21+18) 7.0 同上 同上 125 98 

Krong K’Mar 橋 
Dac Lak 省 

71.3(21+27+21) 7.0 同上 RC 杭 125 116 

Ngoi Ngan 橋 
Khanh Hoa 省 

49.5(2x24) 5.5 同上 RC 杭 94 92 
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(3)相手国負担事項 

① 建設用地の取得、建設ヤード用地の確保 
② 家屋等移転補償費の支払い 
③ 電線、電話、水道などの支障物件の撤去･移設 
④ 現橋の撤去 （新橋が現橋と位置が異なる場合） 

(4)概算事業費 
  無償資金協力：10.98 億円、ベトナム側：5,130 万円 
(6) 工期 

入札図書作成と入札期間を含めて、約 22 ヶ月（予定） 
(7) 貧困、ジェンダー、環境および社会面の配慮 

  土地取得および住民移転が最小となるような改修計画を策定した。 
  橋梁改修に伴い取付け道路高が高くなり、周辺家屋からのアクセスが不便となる影

響家屋に対して、アクセス路を計画した（Ea Soup 橋、Ngoi Ngan 橋）。また、取

付け道路盛土法尻に沿って、排水路を設置し道路面からの排水が周辺家屋に影響を

与えないよう配慮した。 
5.外部要因リスク 

特になし。 

6.過去の類似案件からの教訓の活用 
  橋台高が 10ｍを超え、背面盛土高が高くなる橋梁取付け道路においては、盛土材料

によっては圧密による沈下が発生する可能性がある。よって、設計においては 踏掛

板を計画する。 
 

7.プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 
(1)プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

  洪水による通行止め期間の減少（最大１週間/年通行止め→通行止めなし。） 
  車両重量制限の緩和：（Da Dung 橋：13 ﾄﾝ１方向→16 ﾄﾝ双方向、Tran 橋：8 ﾄﾝ１

方向→16 ﾄﾝ双方向、Tam Ngan 橋、Ngoi Ngan 橋：歩道（ﾊﾞｲｸ）のみ→16 ﾄﾝ双方向、

Tan Van 橋：8 ﾄﾝ１方向→16 ﾄﾝ双方向、Ea Soup 橋：8 ﾄﾝ１方向→30 ﾄﾝ双方向、Krong 
K’Mar 橋：10 ﾄﾝ１方向→16 ﾄﾝ双方向） 

(2) その他の成果指標 
特になし 

(3) 評価のタイミング 
  2008 年以降（事業完成以降） 
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資料-7 収集資料リスト 

（2005 年 1 月 10 日  作成） 
主管部長 文書管理課長 主管課長   情報管理課長 図書資料室受付印 

      

 
    プロジェクト ID ベトナム国 調査団番号   

  

  
 

地域 東南アジア 調査団 中部地域橋梁改修計画事業化調査 調査の種類 事業化調査 担当部課 
無償資金協力部 業務第一

ｸﾞﾙｰﾌﾟ運輸交通・電力ﾁｰﾑ 

国名 ベトナム国 配属機関名    現地調査期間 
平成 18 年 12 月 4 日 ～  

平成 18 年 12 月 ##日 
担当者氏名 坂部 

        

番号 
資 料 の 名 称 

  

形態（図書・ 

ビデオ・地図・ 

写真等） 

発行 

年 

版 

型 

頁 

数 

オリジナル 

･コピー 

の別 

部数 

  
収集先名称叉は発行機関 

寄贈・購入  

(価格)の別 

取扱 

区分 

利用 

表示 

利用者 

所属氏

名 

納入 

予定日 

納 入 

確認欄 

1 Specification for Bridge Design 22TCN-272-05 本 2005 A4 520 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 1 運輸省 
購入 

  
          

2 Specification for Roads 1995 本 1998 A4 160 コピー １ 運輸省            

3 Specification for Road Design 22TCN273-01 本 2001 A4 700 コピー １ 運輸省          

4 Administration Atlas 地図 2004 A4 71 ｵﾘｼﾞﾅﾙ １ Cartographic Publishing House 購入         

5 Road Atlas 地図 2004 A4 120 ｵﾘｼﾞﾅﾙ １ Cartographic Publishing House 購入         

6 対象省地形図 地図  A0 6 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 1  購入      

7 米ドル-ベトナムドン交換レート（過去６ヶ月） コピー 2005 A4 6 コピー １ ABRI Bank 購入         

8 各省工事単価表 コピー 2005 A4 60 コピー １ 中部５省 寄贈         
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